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神戸大学経営学部卒業。兵庫教育大学大学院学校教育研究科人間発達教育専攻臨床心理学コ
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プログラム概 要  
本プログラムでは、「社会モデル」、「合理的配慮」をキーワードに、できるだけ多くの障害種を取

り上げ、その理解と支援方法に関して考えます。 
本プログラムのタイトルは、あえて「障害者対応」と表記しています。これは、大学等に在籍する障

害学生はもちろん、障害のある教職員、附属施設の利用者、シンポジウム等の大学が提供する事業
の参加者を含め、大学における教育・研究、その他活動全般において、そこに参加するすべての障
害者を念頭に置いていることによります。そして、教員・事務職員の枠を超えて、私たち一人ひとりが
できることについて考えます。そのことを通して、障害者と「ともに生きる」とはどういうことなのかに
ついても、参加者の皆さまと一緒に考えていけたら、と思っています。 
本プログラムでは、障害者（障害学生）対応について参加者の皆さまとともに考えるワークも行い

ます。加えて、各大学等における障害学生支援の現状なども共有できる機会にできれば、と考えて
おります。 

 
準 備 物 ・事 前 課 題  
  なし 
 
主 な受 講 対 象 者  
  高等教育機関における障害者対応や障害学生支援の取組みに興味・関心のあるすべての教職
員 
 
到 達 目 標  
１. 障害者への対応、支援や合理的配慮について説明することができる。 
２. 障害学生支援について、「自分に関係する」問題として捉えることができる。 
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